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文部科学省スーパーサイエンスハイスクール指定校
国際バカロレア・デイプロマプログラム(IBDP)認定校

2019年 茗溪学園は創立40周年を迎えました

◆茗溪学園の特徴
・筑波大学の同窓会が「100周年記念事業」で創立 ・米国SAT・APテストセンターに指定
・世界40か国からの帰国生 約350名が在籍 ・文武両道/部活動が盛ん（全国大会出場・入賞多）
・学寮完備/長期休暇も在寮可能/200名超が在寮中 ・国内/海外の大学進学実績

Established in 1979

茨城県つくば市稲荷前1-1 TEL029-851-6611



つくば市SDGsパートナーズ のすすめ
茗溪は2019年11月に認定

◇Softbank CSR本部 五十嵐様による講演

「SDGsのとらえ方とわたしたちにできること」

対象：中学１，２年生

◇つくば市SDGs TRY B班 田上様、青山様（茗溪卒）
「ゴミ問題に関する環境教育の実施」

現在準備中 どう分別させるか？✕

⇒どう分別のモチベーションを引き出すか？

◇つくば市SDGsパートナーズ関連ワークショップ参加



茗溪学園のSDGｓ導入の目的

a. 持続可能な社会の担い手の育成（ESD推進）

b. 「世界的日本人」として持つべき価値観と行動力の育成

c. 多様な他者と協働できる姿勢と力の育成

※SDGsの達成を主の狙いに設定するものではない



茗溪学園のSDGｓ
◆経 緯： 2019年より準備開始、2020年SDGｓ推進チーム設置

◆活動概要： 本校のESDイメージ



茗溪学園のESD

◆茗溪学園SDGsゼミ

SDGs国際協力セミナー（大貫）
SDGs環境セミナー（前嶋）
SDGs石巻絆セミナー（内窪）

元海外青年
協力隊員

社会科の
行動派先生

震災後、じっとして
いられなかった私



茗溪学園のSDGs活動 其の壱

２０１９年以降の活動

• 「茗溪学園食堂応援プロジェクト」実施

• 「フードボックス（食料寄付プロジェクト）」実施

• 「クリーンウォータープロジェクト」実施：使い捨てカイロによる水浄化

• 「第3回全国高校生SRサミット」（ゴミ分別、堆肥化） 参加

•インドTagore International Schoolとの「大気汚染」「衛生教育」に

関するWeb交流

•インドネシア ラッフルズInternational SchoolとのSDGs交流

•アジア地域科学セミナーにて研究発表（持続可能なまちづくり）

•筑波大学高大連携シンポジウム2020にて研究発表（持続可能なまちづくり）

茗溪SDGsの
原動力はYU先生



茗溪学園のSDGs的活動

２０１９年より前に実は行っていた活動

• 「個人課題研究」：高2の自由研究 例） ポケモンGOで街おこし

• 「広島・京都研修旅行」：中3の平和学習（戦争の加害者と被害者）

• 「IB CAS」 「M-CAS」：中3以上のチャレンジプログラム

• 「ラオス研修」

• 「石巻絆プロジェクト」

其の弐



わたし的SDGs わたし的ESD

学校でのSDGs活動（ESD）の目的

≠ SDGsの達成

≒ SDGsの学びと行動変容



わたし的SDGs わたし的ESD

学校でのSDGs活動（ESD）

≠ 学校としてSDGsを達成

≒ 学校としてSDGsの達成へ向けた貢献

≒ 生徒がSDGsを学び達成へ向けて行動変容



わたし的SDGs わたし的ESD

つまり・・・

≒ 学校は必ずしもSDGsを達成できなくてよい

≒ 生徒は必ずしもSDGsを達成できなくてよい



わたし的SDGs わたし的ESD

なぜならば・・・ 極論ですが

👉 「ねばならない」は強制を生み

👉 強制は生徒の自主的な行動の芽を摘む

👉 自由な思考、発想、行動にブレーキ



わたし的SDGs わたし的ESD

つまり・・・

👉 教員主導の結果を狙った壮大なプロジェクトより

👉 生徒自身が考え起こした小さな行動の方が

意義が大きい



わたし的SDGs わたし的ESD

もう一度 つまり・・・

👉 今、生徒に教員の期待する成果を求めるより

👉 将来的に大人になった生徒が自分で生み出す

多種多様な成功に期待したい



ご清聴ありがとうございました。

本日はよろしくお願いいたします。

 茗溪学園

 特別活動部長

 SDGｓ推進委員長

 内窪 誠


